
工事成績評定（試行）の概要 
１ 実施時期  
  平成２０年６月１日以降の契約分より実施  
２ 対象工事  
  １件の契約金額が１，０００万円以上の建設工事  
３ 評定者  
  評定者は、監督員、工事担当課長等及び検査職員  
４ 評定方法  
 〔考査項目・評定方法〕  

考 査 項 目  備  考  
１ 施工体制  施工体制一般、配置技術者の評価  
２ 施工状況  施工管理、工程管理、安全対策、  

対外関係の評価  
３ 出来形及び  
  出来ばえ  

出来形、品質、出来ばえの評価  

評定者ごと、評定することになってい

る考査項目について５段階（施工体制

一般、施工管理及び出来ばえは、４段

階）の評定を行う  

４ 高度技術  高度技術に対して加点  
５ 創意工夫  創意工夫に対して加点  

定められた点数の範囲内で加点評価を

行う  
６ 社会性等  地域への貢献等に対し加点  考査項目について３段階評定を行う  
７ 法令遵守等  指名停止等の措置を勘案して減点  定められた点数の減点を行う  
 
 〔評定点数〕  
  ① 標準点６５点に評定者が評価した段階の点数を加点・減点  
  ② 評定者ごとの配点に換算する  
  ③ ①②の点数を合計する  
  ④「法令遵守等」の該当事例があった場合③から減点  

 評定者  監督員  工事担当課長等  検査職員  

①  評定点  
標準点６５点  
６５±加減点＝  

 同左   同左  

②  点数配分  評定点×０．４＝Ａ  評定点×０．２＝B 評定点×０．４＝Ｃ  
③  評定点計  Ａ＋Ｂ＋Ｃ   最高＝１００点 加減点０＝６５点 最低＝７点  

④  評定点合計  
③－「法令遵守等」の減点  
※この点数を業者へ通知。今後の総合評価落札方式入札に活用。  

 
５ 評定結果の通知・公表及び説明請求  
 ・評定結果は、契約課が評価後遅滞なく工事請負者に通知し、閲覧の方法により公開する。  
 ・請負者は、通知受理後２０日以内に評定内容について説明を請求できる（再請求可）。  
 ・説明の再請求があった場合、建設工事等業者選定委員会の審議に付することができる。  
 ・評定結果は、建設工事等業者選定委員会に報告する。  
６ その他  
  この制度の実施に伴い、１，０００万円以上の建設工事のしゅん工検査を、上記３の検

査職員が行うこととする。  
 
※ 平成２１年１１月１３日一部改定（下線部）  


